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9 月号特集

特集にあたって -日常診療は標準予防策とともに-
　……………………………………………………………………自治医科大学附属病院感染制御部長　　森澤　雄司

Team STEPPSによる手指衛生の徹底…………………東京慈恵会医科大学附属病院感染対策室長　　中澤　　靖

医療関連感染防止の最近のトピックス 
　-外科手術，血液透析，血管内留置カテーテル管理を中心に-
　　…………………………………山形大学医学部附属病院検査部・感染制御部部長/病院教授　　森兼　啓太

耐性菌の最近の動向……………………………………東邦大学医学部微生物・感染症学講座教授　　石井　良和

地域包括感染防止対策…………………岐阜大学医学部附属病院副病院長/生体支援センター長　　村上　啓雄

医療環境整備の新しい展開………自治医科大学医学部感染・免疫学講座臨床感染症学部門講師　　笹原　鉄平

求められる軟性内視鏡の洗浄・消毒・滅菌 
　…………………………………………………………………大阪大学医学部附属病院材料部部長　　高階　雅紀

医療従事者のための職業感染防止対策…………… 聖マリアンナ医科大学感染症学　　竹内　　萌/國島　広之

抗菌薬適正使用支援の現状と課題 
　…………………………………… 大阪市立大学大学院医学研究科臨床感染制御学　　山田　康一/掛屋　　弘

感染防止対策における医療疫学の重要性…………東京都立多摩総合医療センター感染症科医長　　本田　　仁

日常診療における感染防止対策

　　　　　本号の特集テーマは「てんかん診療Update」。
てんかんは適切な診断に基づいて薬物治療

を継続すると，70％以上の患者さんが発作のない 
生活を送ることができると言われているが，薬剤抵
抗性の難治てんかんに関してはその限りではない。
　特に側頭葉てんかんは成人の代表的な難治てんか
んで，記憶障害，性格変化，精神症状など他のてん
かん発作に見られない様々な随伴症状がある。てん
かんが原因の交通事故は，ほとんどの場合，この側

頭葉てんかんに起因していると言われている。
　一方，側頭葉てんかんの患者として知られる著
名人は多く，偉人と評される人も多い。たとえば， 
ドストエフスキーやゴッホ，ニュートンらも側頭葉
てんかんを罹患していたと考えられている。本号の 
松澤佑次先生の連載「南方熊楠から学ぶ日本人の心」 
では，熊楠が側頭葉てんかんであった可能性と， 
天才的な能力の所以の一説が記されている。是非 
ご一読いただきたい。� （H）
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